==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.117  **  2008/02/27  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　対外報告「我が国における研究評価の現状とその在り方について」の公

　表（ご報告）

------------------------------------------------------------------■

　第51回幹事会（２月14日開催）において、以下の対外報告が承認され、

２月26日に公表しました。

　○「我が国における研究評価の現状とその在り方について」 

　　（平成20年２月26日、研究評価の在り方検討委員会） 

　本報告では、科学者の視点から現在の評価の問題点を指摘し、研究課題

に応じた評価方法の選択や第三者評価の必要性等について提言しています。

報告全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 

　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-t51-3.pdf

 【お問い合わせ先】 

　 日本学術会議事務局参事官(審議第二担当)付 

　 Tel:03-3403-1056 FAX：03-3403-1640 E-mail:s254@scj.go.jp 

■----------------------------------------------------------------- 

　公開シンポジウム

　「基礎法学総合シンポジウム（第２回）「法における国家、市場そして

　市民社会」」の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■

（開催趣旨）

　基礎法学総合シンポジウムは、第１回を2007年３月に開催し、「法的制

度としての私と公をめぐって」をテーマとして取り上げた（シンポジウム

の内容は『学術の動向』2007年８月号に収録）。今回は、第２回目として

「法における国家、市場そして市民社会」をテーマとして設定する。現代

世界の変動をいかに捉えるかと同時に、法的世界構築の基本原理のあり方

をめぐって基礎法学の多様なアプローチによる議論の展開が期待されてい

る。

　◆日　時：平成20年４月５日（土）13：30～17：30　

　◆会　場：日本学術会議講堂

　◆発表者：楜澤能生（早稲田大学教授）、大野達司（法政大学教授）、

　　　　　　大江泰一郎（静岡大学教授）、三成賢次（大阪大学教授）

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/51-s-1-1.pdf

　※参加費無料、事前参加申込不要。

　【お問い合わせ先】

　　日本学術会議　審議第一担当

　　電 話　: 03-3403-5706

　　E-mail : s251@scj.go.jp

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.118  **  2008/03/05  **

==================================================================

■----------------------------------------------------------------- 

　要望「脱タバコ社会の実現に向けて」の公表 （ご報告） 

------------------------------------------------------------------■

　第51回幹事会（２月14日開催）において、以下の要望が承認され、３月

４日に、厚生労働省健康局長に手交し、公表しました。

 ○「脱タバコ社会の実現に向けて」 

　（平成20年３月４日　日本学術会議） 

　本要望では、科学者コミュニティの代表機関として、タバコの害から国

民の健康を守り、その環境汚染から地球を守るために７つの提言を行って

います。

　要望全文は、日本学術会議ＨＰの以下のＵＲＬで御覧いただけます。 

　http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-20-t51-4.pdf

　【お問い合わせ先】 

　　日本学術会議事務局参事官(審議第一担当)付 

　　Tel:03-3403-1091 FAX：03-3403-1640 E-mail:s252＠scj.go.jp 

==================================================================　

**  日本学術会議ニュース・メール  **  　No.119  **  2008/03/07  **

==================================================================

■-----------------------------------------------------------------

　国際シンポジウム「グローバル・イノベーション・エコシステム2008」

　の開催について（ご案内）

------------------------------------------------------------------■ 

（開催趣旨） 

　イノベーションは世界的に注目を集めており、各国は独自のナショナル・

イノベーション・エコシステムを確立し、国際競争においてより優位に立

とうとしている。これに対して、グローバル・イノベーション・エコシス

テム（Global Innovation Ecosystem（GIES））は地球規模のシステムであ

り、持続可能な発展、気候変動、水や食料の不足、天然資源の枯渇、新興

感染症、企業の競争力等多くの地球規模の問題の解決を目的としている。

３回目となる今回は、GIESをどのように確立するのか、また地球規模の問

題の解決のためにGIESをどう活用するのかについて議論する。

　◆日　時：平成20年３月13日（木）

　◆会　場：一橋記念講堂（東京都千代田区）

　◆演　者：岸田文雄（内閣府特命担当大臣（科学技術政策））

　　　　　　金澤一郎（日本学術会議会長）

　　　　　　黒川　清（内閣特別顧問）

　　　　　　鈴木基之（中央環境審議会会長、国際連合大学特別学術顧問、

　　　　　　　　　　　放送大学教授）

　　　　　　Chad Evans（Council on Competitiveness副会長）

　　　　　　Jean-Philippe Touffut（クルノ経済研究センター事務局長）

　　　　　　三村明夫（日本経済団体連合会副会長、新日本製鐵株式会社

　　　　　　　　　　　代表取締役社長）ほか

　◆主　催：内閣府、日本経済団体連合会、日本学術会議、科学技術振興

　　　　　　機構、GIES2008国際組織委員会

　プログラムの確認及びシンポジウムの参加申し込みは、以下のホームペ

ージからお願いします。

　http://gies2008.com/

　【お問い合わせ先】

　　GIES2008事務局　株式会社サイマル・インターナショナル内

    〒104-0045 東京都中央区築地1-12-6 築地えとビル5階

    Tel：03-3524-3134 / Fax：03-3524-3135

    E-mail：info@gies2008.com

■----------------------------------------------------------------- 

　シンポジウム「自然共生型流域圏の構築と都市・地域環境の再生に向け

　て」の開催について（ご案内） 

------------------------------------------------------------------■ 

（開催趣旨） 

　わが国は、地域・地球規模での環境の変化と人口減少社会の到来、とい

う自然および社会環境の変化に直面している。このような変化に対応する

ための社会のあり方として、「自然共生型流域圏の構築と都市・地域環境

の再生」について、国土のあるべき姿やその実現に向かっての方向性を議

論し、わが国が進むべき道を導くことを目的とする。

　◆日 時：平成20年３月17日（月）13:00～18:00 

　◆会 場：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7－22－34） 

　◆演 者：小松利光（九州大学教授、日本学術会議連携会員）

　　　　　 蓑茂寿太郎（熊本県立大学理事長、日本学術会議連携会員）

　　　　　 進士五十八（東京農業大学教授、日本学術会議会員）

　　　　　 吉川勝秀（日本大学教授、日本学術会議特任連携会員）ほか

　◆主 催：日本学術会議土木工学・建築学委員会国土と環境分科会

　　　　 　日本学術会議環境学委員会環境政策・環境計画分科会

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/46-s-3-2.pdf 

　【お問い合わせ・申し込み先】 

　　北海道大学大学院工学研究科北方圏技術政策学専攻　担当　清水康行 

　　E-mail:yasu@eng.hokudai.ac.jp  FAX：011-706-7164 

■----------------------------------------------------------------- 

　シンポジウム「21世紀を豊かに生きるための科学技術の智」の開催に

　ついて（ご案内） 

------------------------------------------------------------------■  

（開催趣旨） 

　21世紀において、日本が真に生き生きとした豊かな社会となり、国際的

にも貢献できることを目指して、プロジェクト「科学技術の智」を昨年か

ら発足させた。７つの専門部会で検討を重ね、一般的な日本の成人が身に

つけておくべき科学技術の基礎的な知識や考え方（科学技術リテラシー像）

を整理し核となる概念、方法を提示し、そのような基礎的素養をすべての

成人が共有するための定着化についても検討を行った。 今回のシンポジウ

ムは、「リテラシー像の内容及びリテラシー像定着に向けた取組戦略につ

いての意見聴取、周知」を目的として行う。 

　◆日 時：平成20年３月19日（水）13：00～17：00 

　◆会 場：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7－22－34） 

　◆演 者：鈴村興太郎（日本学術会議副会長、一橋大学特任教授）

         　瀬名秀明（作家、東北大学機械系特任教授）ほか

　◆主 催：日本学術会議科学と社会委員会科学力増進分科会

　　　　　 国際基督教大学21世紀COEプログラム

　◆共 催：文部科学省国立教育政策研究所

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/50-s-3-4.pdf

　【参加申込方法】

　　E-mailもしくはFaxにて必要事項（氏名、所属、連絡先電話番号、

　　E-mailアドレス）をご記入の上、下記の問い合わせ先担当宛、お申

    し込みください。

　　

　　国際基督教大学理学科物理学教室　担当　曽根朋子

　　E-mail:tsone@icu.ac.jp　　Fax: 0422-33-1449

■----------------------------------------------------------------- 

　シンポジウム「地球環境の変動　科学の目で見るその面白さ」の開催に

　ついて（ご案内） 

------------------------------------------------------------------■ 

　「地球惑星科学は、地球の環境変動について、過去に起きた多様な変動、

その原因、現在社会的に関心のもたれている変動の仕組み、人間社会の対

応、その将来などについてきわめて多様な研究を進めている。これを高校

生、一般の人に広く紹介し、自然環境の変動のしくみのおもしろさの理解

を進める。

　◆日 時：平成20年３月21日（金）10：00～17：00 

　◆会 場：日本学術会議講堂（東京都港区六本木7－22－34）

　◆演 者：井田 茂(東京工業大学教授)

　　　　　 丸山 茂徳（東京工業大学教授）

　　　　　 阿部 彩子（東京大学準教授）

　　　　　 横山 祐典（東京大学準教授）ほか 

　◆主 催：日本学術会議地球惑星科学委員会

　◆後 援：日本地球惑星科学連合

　詳細については、以下のＵＲＬを御覧ください。 

　http://www.scj.go.jp/ja/event/pdf/50-s-3-5.pdf

　【お問い合わせ先】

　　東京大学地球惑星科学専攻　永原裕子　

　　E-mail：hiroko@eps.s.u-tokyo.ac.jp

